
第 3回使えるセンサ・シンポジウム 

【感覚・感性セッション】  

7 月 20 日（火）11:10-12:00 

 

感性のセンシングとその応用 
 

かみじょう まさよし 

上條 正義 

 

国立大学法人 信州大学繊維学部 先進繊維・感性工学科 教授 

 

 

【講演概要】 

感性工学を人と人とが対話により相互理解し、関係性を形成するための支援技術として考え、感性

工学の中での感性計測評価に関わる研究事例を 2 件紹介する。事例（１）として、周産期医療にお

ける新生児集中治療室(NICU)での治療環境が早産児に与えるストレスを調査した結果を紹介する。

新生児は言葉によるコミュニケーションができないため、本研究では生理反応（心電図）から児のストレ

ス状態を推定し、治療環境を考慮する必要性を示す。事例（２）として、多感覚統合による快適感の

亢進についての可能性を調査した研究を紹介する。快適感の中でワクワク感に着目し、ワクワク感を喚

起する音楽を単一刺激として聴覚へ呈示した場合と聴覚への刺激に加えて、音楽による振動を体性感

覚へ呈示した多重刺激呈示において心理・生理反応の増強が促せる可能性を得た。多感覚に対する

刺激呈示によって心身反応の制御が行える可能性について紹介する。 

 

【略歴】 

1987 年 信州大学繊維学部卒業 

1989 年 信州大学大学院繊維学研究科修了 

1990 年 東京理科大学諏訪短期大学 助手 

1996 年 信州大学繊維学部 助手  

2001 年 信州大学繊維学部 助教授  

2009 年 信州大学繊維学部 教授 

感性工学における計測評価の研究に従事．特に、人の心地を生理反応、心理反応、動

作・行動などから情報化する研究に取り組んでいる 
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